
昨年の10月22日、美唄市総合福祉
センターで美唄市男女共同参画推進協
議会が主催する「第７回男女共同参画
in美唄大会」が開催されました。

７度目の開催となる今回の講演会は、
「正直に生きるということ ～映画で
考える自分らしさ～」と題し、北海道
大学教授の瀬名波 栄潤（せなは えい
じゅん）先生に講演していただきまし
た。

当日は、市内だけではなく、市外か
らの参加もあり、さまざまな世代の計
33人の方に参加していただきました。

第７回男女共同参画in
美唄大会を開催しました
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～ 講演内容の一部 ～

男（質実剛健）：

・競争に必ず勝つ
・感情を表さない
・出世する
・男は家長だ
・助けは求めない
・男は度胸

など

女（良妻賢母）：

・従順、受動的
・家事、育児は女
の仕事
・嫁に行く
・夫、子どもを第
一にする
・男をたてる

など

愛らしく
慈しみを持って
美しい
笑顔
おとなしい

賢い
気丈な
挫けない
健康的な
媚びない

現代日本のジェンダー観は
変化しつつある。

身体的な性で個人を判別せず、
性のあり方は人の数だけある。

性のあり方は、

SOGIESC（ソジエスク）とも
表現される。



や背景などを、思わず考えさせられる
ものでした。すべての映画に共通して
いたのが、登場人物たちが“自分らし
く生きる”ためにはどうしたらいいの
か葛藤していて、自分の「生きる」と
いうことに真っ直ぐ向き合う時間とな
りました。

質疑応答では、「相談を受けた場合
に十分な知識も情報もないので、どこ
につないでいいかを教えてほしい」、
「身近に性のことで悩んでいる人がい
るかどうかがわからない」など、性的
マイノリティやLGBTについて、積極
的に質問がされ、「北海道LGBTネッ
トワーク等、ネットで調べると数多く
あるが、全てが良いとは限らない」、
「性のことについて悩んでいる人が周
りに相談できる人がおらず、人知れず
悩んでいる可能性もある」など返答を
いただき、最後には瀬名波先生より
「困ったときは私のところに直接連絡
ください」と頼もしいお言葉をいただ
きました。
当事者から性的マイノリティを打ち

明けられたら、どう答えてあげたらい
いのか、どう対応したらいいのか戸惑
うことがあっても、まずは相手を尊重
し、理解することが大切であり、相手
の言葉や相談に耳を傾けることが大事
であると思いました。

終わりに、今回の講演は難しいテー
マでしたが、黒澤監督の「生きる」で
の主人公が、当時私が15歳の時に亡
くなった父と重なり、感慨深いものが
ありました。
人生はいろいろであり、自分の人生

は自分が主役であることを再確認し、
“人生を自分らしく正直に生きよう”
と思えるきっかけづくりとなる講演で
した。

（谷内 八重子）

また、講演会場には男女共同参画
コーナーを設け、男女共同参画に関す
るパンフレットなどを配置しました。

講演について参加者から感想をいた
だきましたので紹介します。

北海道大学教授 瀬名波栄潤先生を
お迎えして、『正直に「生きる」とい
うこと～映画で考える自分らしさ～』
と題して、21世紀を生きる私たちが、
男らしさ・女らしさにとらわれず、自
分らしく生きるとは何かについて、お
話をしていただきました。

講演の前半では、幸せのかたちや性
差について話していただき、「伝統的
ジェンダー観」と「現代日本のジェン
ダー観」を比較し、時代とともに価値
観がどう変わったのかを知ることがで
きました。次に、「さっぽろレイン
ボープライド」という、札幌市南１条
通りで行われたパレードの様子が紹介
されました。このパレードは、性的マ
イノリティに対する差別の解消や権利
主張を目的に行われていて、さまざま
な人たちが「自分らしさ」を堂々と表
現しているのが、印象的でした。

後半は、男女それぞれの視点で2本
の洋画と、黒澤明監督作品「生きる」
の作品から、家族関係の崩壊やLGBT
など、さまざまなテーマによるもので、
主人公や登場人物、それぞれの人生観

第７回男女共同参画in美唄
大会を終えて



令和５年度「男女共同参画週間」のキャッチフレーズ募集！

令和５年６月にG7男女共同参画・女性活躍担当大臣会合が栃木県日光市で開催されま
す。世界からの注目が集まるこの機会に、これからの時代を創り上げていくユース世代
（１５歳から２０歳）の皆さんから、日本国内そして国際社会に向けたメッセージとなる
キャッチフレーズを募集しています。
皆さんが考える未来をイメージしたキャッチフレーズをご応募ください！

募集テーマ：男女共同参画社会の実現と女性活躍の推進に向けた、日本国内、国際社会へ
のメッセージ

応募資格：１５歳から２０歳にあたる方（平成１５年４月２日から平成２１年４月１日生
まれ）であれば、どなたでもご応募できます。ただし、応募作品は未発表で自
作のものに限ります。

応募期間：２月２４日（金）まで
応募方法：内閣府男女共同参画局ホームページ

のキャッチフレーズ募集ページから、
応募フォームに必要事項を入力して
応募ください。

http://www.gender.go.jp/public/week/week.html

※お一人何作品でも応募可能です。
なお、応募作品について返却はいたしません。

問合せ：内閣府男女共同参画局総務課「キャッチフレーズ
募集係」☎03-5253-2111（大代表）

ＤＶ・デートＤＶに悩む方のための相談窓口

新型コロナウイルス感染症に伴う生活不安・ストレスなどから、ＤＶの増
加・深刻化が懸念されています。
市や道、国では、配偶者や交際相手からの暴力等に悩む方からの相談をお

受けしています。「これってＤＶかな？」「暴力を振るわれている」「今す
ぐパートナーから逃げたい」といった配偶者や恋人同士でのＤＶでお悩みの
方は、下記までご相談ください。

※配偶者の方については「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関す
る法律」により、相談していただいた内容で、必要に応じて一時保護や配偶
者の接近禁止などの申立制度などが定められています。

●美唄市役所美唄デザイン課広報情報係
☎０１２６-６３-０１１３（平日８時45分～17時15分）

●配偶者暴力相談支援センター(空知総合振興局内)
☎０１２６-２５-５６４８(平日９時～17時）

●ＤＶ相談＋（プラス）
☎０１２０-２７９-８８９（24時間受付）
（メール、チャットでの相談可。詳細はhttps://soudanplus.jp/）

令和４年度 最優秀作品

https://soudanplus.jp/


Ｄｕｏの会屋外活動

Ｄｕｏの唄 皆さんからの作品を募集しています！

このコーナーでは、男女共同参画に関するさま
ざまな思いを綴った唄を掲載しています。特に決
まった形式ではなく、身近な生活の中で感じたこ
とや疑問に思っていることなどを、川柳のような
短い言葉で表現したものです。

どなたでも大歓迎ですので、自身で作った唄を
会報に載せてみませんか？興味のある方はぜひ事
務局まで。
また、掲載させていただいた方にはささやかで

すが、景品を進呈いたします。
応募多数の場合は、作品を選定させていただき

ますので、あらかじめご了承願います。
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「美唄市男女共同参画推進協議会（通称Ｄuoの会）｣会員募集中！

新規会員を募集しています。男女共同参画社会づくりに向けて学習し、家庭や職場・
地域など身近な場面で取り組んでいくことを目的としています。興味のある方は、ぜひ
ご連絡ください。
◆入会申込・問合せなど◆
事務局（美唄市役所美唄デザイン課広報情報係内）ＴＥＬ ０１２６―６３―０１１３へ

Ｄｕｏの会の存在や活動内容を知っていた
だくため、例年８月の歌舞裸まつりと２月の
雪んこまつりにおいて、来場者の方に会報配
布などを行い、ＰＲ活動をしています。
今後もより多くの方に「男女共同参画」に

ついて知っていただくために、さまざまな活
動を行っていきますので、会報「Ｄｕｏ」を
ぜひご一読ください。

今年はコロナ３年目となり、ウィズコロナのもと、イベントやお祭りが現地開催されるなど、徐々に
ですが、復活しつつあります。まだまだコロナ禍の制限もあり、Duoの会での活動も思うようにでき
ないことが続いていますが、LGBTQやSOGIESCなど、世界が多様化しているなか、会員数も減
少しつつあり、自分の在り方と今後の活動の在り方を考えていかなければならないな…と考えな
がら、 ひとまずどっさり降った目の前の雪を片付けなければ… （きなこ餅を食べたい人）

Ｄｕｏの唄大募集！！


